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【手続補正書】
【提出日】平成23年3月31日(2011.3.31)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　外部信号の第１遷移を可変に遅延させて出力する第１の可変遅延回路と、
　前記外部信号の第２の遷移を可変に遅延させて出力する第２の可変遅延回路と、
　前記第１の可変遅延回路の出力信号と前記第２の可変遅延回路の出力信号とを合成し、
合成信号を出力する合成回路と、
　前記合成回路とは独立にオフセットデータを生成するオフセット制御回路と、
　前記合成信号と前記オフセットデータに従って、前記合成信号とはデューティの異なる
出力信号を生成するデューティ変更検出回路と、
　前記出力信号に従って、前記第１の可変遅延回路と前記第２の可変遅延回路のうち少な
くとも一つの遅延を可変させる遅延制御回路と、
　を備えるＤＬＬ回路。
【請求項２】
　前記オフセット制御回路は、前記オフセットデータに関連するデューティ制御信号を入
力し、
　前記合成信号は、オフセットデータに関連するデューティを含み、
　前記デューティ変更検出回路の出力信号は、前記合成信号が予め定めたデューティであ
るかを示す、請求項１記載のＤＬＬ回路。
【請求項３】
　前記デューティ変更検出回路は、
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　前記合成信号を入力として受けるデューティ変更回路と、
　前記デューティ変更回路の出力信号を入力として受けるデューティ検出回路、
　を備えた請求項１記載のＤＬＬ回路。
【請求項４】
　前記オフセット制御回路は、前記合成信号の立ち上がり波形と立ち下がり波形を制御す
る、請求項１記載のＤＬＬ回路。
【請求項５】
　前記外部信号と前記合成回路の出力信号との位相差を検出する位相検出回路と、
　前記デューティ変更検出回路の出力信号と前記位相検出回路の出力信号を受け、いずれ
か一方を選択出力する選択回路と、
　を備え、前記選択回路の出力が前記遅延制御回路に入力される、請求項１記載のＤＬＬ
回路。
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